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新潟県生活と健康を守る会連合会 
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一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

「緊急小口資金貸付断られた」 

高齢の床屋さんが会員に相談し 

１０万円の貸付実現 
 

 会員から報告と相談がありました。月に５０人いた

お客が３０人にまで減って生活が苦しいので、生活福

祉資金の「緊急小口資金」貸付を申し込んだところ、

「７９歳で高齢だから」と断られて困っている。 

 早速、県社会福祉協議会に問い合わせし、「７５歳

の対象貸付年齢を超えているものの、事情を総合的に

勘案して対処します」との回答が。改めて申し込み、

希望の２０万円は認められなかったものの１０万円の

貸し付けを受けることができました。 

 

コロナの影響で家賃が払えない 

 スナックのママがチラシ見て相談 
 

 役員が家の近所にチラシを配ったところ、それを見

た運転代行者の運転手の方が、知り合いのママを連れ

て事務所を訪れました。事情を聞いたところ、週にお

客が１～２人の状態、家賃が払えないために滞納して

いるとのこと。ママは政策金融公庫に融資の申し込み

の書類をもらいに行きましたが、いろいろ言われて難

しくて借りれないと諦めました。 

 すぐに役員が同行して申し込みに出かけました。た

くさん書類がありましたが、相談しながら記入、１時

間ほどで書類は完成、あとはいろいろ説明を受けまし

た。申し込みは２０万円で決定は数日後ですが、職員

の対応では貸付は間違いないようです。 

 

相談者が同業の人に勧め貸付申請 
 

 前出の運転手さんの勧めで運転代行運転手が相談に

来られました。収入が月額２０万円から１０万円に半

減し生活ができないと訴えました。早速役員が同行し

緊急小口資金を申請しました。娘さんはフリーランス

で仕事がなくなり無収入だと話しました。 

 

 「緊急小口資金」、審査で問われるのは、返せるかどう

かでなく、コロナで収入が減って困っているかです！ 

 新型コロナウイルス感染が拡大し猛威を振るっています。「緊急事態宣言」が発令されるな

か、くらしも生業も大変になっています。新潟生活と健康を守る会は、「一人の暮らしも営業

もつぶさない」と、制度を知らせて相談にのり、制度適用させる取り組みを進めています。こ

れと一体で３月から会員を１１世帯ふやしています。 

 新潟県生連は、４月５日に第６回理事会を開き、第４

５回総会を５月１７日に開催することを決定しまし

た。 

 コロナ感染に最大の注意を払い、代議員定数を大幅

に削減し、友誼団体や国会議員の皆さんにはメッセー

ジを要請するなどの措置を取って開催します。 

 総会では、コロナ対策、新たな方針と予算、役員を

決めることにしています。 
一カ月ほど早く咲いた菜の花 福島潟 
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（１）くらしと命を守る取り組みを 

安倍政権は、緊急事態宣言指定地域を全国へ広げ

ましたが、「休業自粛と一体で補償を」との国民の

要求を拒否し、まともな対策を示していません。 

緊急事態が起きると犠牲になるのはいつも低所得

者、高齢者、女性、子どもをはじめとする地域住民

です。いままさに全生連・生活と健康を守る会が必

要とされています。地域の実情に合わせ、宣伝と相

談活動、行政への申し入れなどの要求実現の取り組

みをおこない、班活動、配達集金網を維持して組織

を守る取り組みを全県で発展させましょう。 

（２）「２つの基本姿勢」を貫いて 

コロナ感染が広がり、日々深刻化しています。次

の2点に留意して、積極的に活動しましょう。方針

の具体化は、全県一律でなく、地域の実情に合わせ

て行いましょう。 

①感染防止策に最善を尽くしましょう。 

②生活と健康、権利の保障の確立を目指す全生連運

動の原点に立ち、要求運動に取り組み、生活と健

康を守る会活動を前進・発展させるために奮闘し

ましょう。 

（３）被害の補償と生存権を守る当面の取り

組みについて 

①国の自粛要請に、事業者・個人への保障を求める 

②あらゆる制度を活用して命・暮らしを守ろう 

〇減収した人への支援――緊急小口資金、総合支

援資金など生活福祉資金貸付、制度融資。国保

料、住民税、公営住宅家賃などの減免。生活保

護申請、他 

〇消費税増税などですでに生活に困っていた人

も、貸し付けや減免の適用を 

③守る会のチラシ・相談相手が求められています。

地域へ大量宣伝を行いましょう。 

（４）会員の拠り所、生存権要求を実現する力＝ 

生活と健康を守る会の組織を守り、前進させよう 

①班会・班活動は、会員の生活の拠り所となり、要

求実現と会の活動を前進させる役割を果たしてい

ます。地域の実情に合わせ、「3密」（①密閉、

②密集、③密接）を避け、マスク着用、換気など

感染予防を適切に行い、やれることを工夫して班

会・班活動を前進させましょう。会員・読者・地

域住民の不安・要求を話し合い、応える活動を相

談することが大切です。また、班のないところで

は会員訪問や、電話による安否確認や要求の聞き

取りなどを行い、暖かな連帯網をつくりましょ

う。 

②「守る新聞」配達、会費や購読料の集金網をつく

り、組織を守り、前進させましょう。 

③コロナ感染拡大から生命と暮らしを守る要求運動

を一体で、毎月会員と新聞を増やして減らさずに

前進するために、目標と計画を具体化し、拡大に

足を踏み出しましょう。 

④実情に応じて臨時の役員体制も確立し、以上の方

針を具体化し、活動を推進しましょう。 

２０２０年４月１７日 


